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高齢者の暮らしと介護に関するアンケート調査 結果報告書（概要版） 
平成２９年３月 高松市 

 

１ 調査対象及び有効回収数（調査期間：平成２９年２月 10日～３月３日） 

調査種別 調査対象者 標本数 有効回収数 有効回収率 

①高齢者 
６５歳以上の高齢者の方 

（要介護１～５の認定者を除く） 
3,000人 1,832人 61.1％ 

②要介護認定者 
６５歳以上の高齢者のうち、 

要介護１～５の認定者の方 
2,800人 1,307人 46.7％ 

③一般市民 ４０歳以上６５歳未満の方 1,000人 392人 39.2％ 

合計 6,800人 3,531人 51.9％ 

 

２ 結果報告 

●家族構成について                （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ６） 

「夫婦２人暮らし」が合わせて約４割

以上、１人暮らしが約２割 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１１０） 

配偶者６５歳以上の夫婦２人暮らしが

約３割、１人暮らしが約２割 

 

 

１人暮らし

22.2%

夫婦２人暮らし

（配偶者６５歳

以上）

33.4%

夫婦２人暮らし

（配偶者６４歳

以下）

4.9%

息子・娘との

２世帯

21.8%

その他

15.1%

無回答

2.5%

（n=1,307）

１人暮らし

20.1%

夫婦２人暮らし

（配偶者６５歳

以上）

37.5%
夫婦２人暮らし

（配偶者６４歳

以下）

5.3%

息子・娘との

２世帯

25.7%

その他

8.4%

無回答

2.9%

（n=1,832）
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●口腔機能について                （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ２６～３０） 

咀嚼機能の低下を感じている人は３割以上、嚥下機能の低下を感じている人、口の

渇きを感じている人は約３割 

②要介護認定者（報告書Ｐ１３８） 

半数以上の人が口腔機能の低下を感じており、咀嚼機能の衰えを感じている人が 

多い 

 

●日用品等の買物について              （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ３８） 

大半の人が自分で食品・日用品の買物

が可能 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１４７） 

 自分で食品などの買物ができる人は 

３割程度 
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半年前に比べて固いものが食べにくく
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（n=1,307）

はい いいえ 無回答

できるし、

している

79.7%

できるけど

していない

14.1%

できない

5.3%

無回答

0.8%

（n=1,832）

できるし、

している

17.4% できるけど
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無回答
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●生きがいの有無と内容について          （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ４７） 

生きがいのある人は約６割を占める 

 

>>生きがいの内容（上位３つ） 

・子や孫の成長、交流（260/1,832） 

・趣味       （193/1,832） 

・家族との交流   （ 86/1,832） 
 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１５６） 

 生きがいが思いつかないが約７割 

 

>>生きがいの内容（上位３つ） 

・子どもや孫達のこと （101/1,307） 

・趣味        （ 63/1,307） 

・健康に元気よく暮らす（ 24/1,307） 
 

 

 

●地域づくりへの参加意向について         （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ４９） 

「参加者として参加してもよい」と考え

ている人が過半数を占める 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１５８） 

 「参加したくない」が『参加者として 

参加してもよい』の割合を大きく上回っ

ている  

 

生きがいあり

59.0%

思いつかない

37.0%

無回答

4.1%

（n=1,832）

生きがいあり

25.2%

思いつかない

68.0%

無回答
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（n=1,307）

是非参加

したい
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参加しても

よい
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参加したく

ない

34.6%
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（n=1,832）
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（n=1,307）
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●主観的幸福感について（１０点満点で評価）     （①高齢者、②要介護認定者） 

①高齢者（報告書Ｐ６３） 

５点以上の評価をしている人が約９割 

②要介護認定者（報告書Ｐ１６９） 

 ５点以上の評価をしている人が約６割 
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●高齢者が気軽に集える場所について   （①高齢者、②要介護認定者、③一般市民） 

※高齢者が集える場所が「ある」と回答した方 

①高齢者（報告書Ｐ７８）（ある＝34.6％） 

コミュニティセンターや集会所など 

>>高齢者が気軽に集える場所（上位５つ） 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１７５）（ある＝22.8％） 

コミュニティセンターや集会所など 

>>高齢者が気軽に集える場所（上位５つ） 

 

③一般市民（報告書Ｐ１９９）（ある＝36.7％） 

コミュニティセンターや集会所など 

>>高齢者が気軽に集える場所（上位５つ） 
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●認知症になっても安心して暮らせるために重点を置くべきこと（①高齢者、②要介護認定者、③一般市民）  

①高齢者（報告書Ｐ８６） 

認知症に関する相談窓口や、介護施設の充実、医療・介護のサポートを早い段階  

から利用できる仕組みづくりなどへの要望が多い 

>>重点を置くべきこと（上位５つ） 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１８２） 

認知症の人が利用できる介護施設の充実、家族の負担を減らす取組、医療・介護の

サポートを早い段階から利用できる仕組みづくりなどへの要望が多い 

>>重点を置くべきこと（上位５つ） 

 

③一般市民（報告書Ｐ２０６） 

認知症に関する相談窓口や、家族の身体的・精神的・経済的負担を減らす取組や  

介護と仕事の両立支援への要望が多い 

>>重点を置くべきこと（上位５つ） 

 

 

60.5

59.2

56.0

52.1

37.7
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認知症のことを相談できる窓口・体制の充実

認知症の人が利用できる介護施設の充実
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（n=1,832）
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●介護予防への取組の有無について           （①高齢者、③一般市民） 

①高齢者（報告書Ｐ８７） 

介護予防に取り組んでいる人は全体の約３割 

 

③一般市民（報告書Ｐ２１３） 

介護予防に取り組んでいる人は全体の約２割 

 

 

  

取り組んで

いる

31.4%

取り組んで

いない

51.7%

無回答

16.9%

（n=1,832）

取り組んで

いる

20.7%

取り組んで

いない

75.5%

無回答

3.8%

（n=392）
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●自分の最期を迎えたい場所について   （①高齢者、②要介護認定者、③一般市民） 

①高齢者（報告書Ｐ１０３） 

自宅で最期を迎えたい人が約６割 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１８９） 

 自宅で最期を迎えたい人が約５割 

③一般市民（報告書Ｐ２２７） 

自宅で最期を迎えたい人が最も多い 

 

自宅
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今まで通った

ことのある

医療機関

10.8%
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8.1%

（n=1,832）
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●将来の住まいと介護サービスの利用について（①高齢者、②要介護認定者、③一般市民） 

①高齢者   （報告書Ｐ１０４） 

将来は介護施設よりも現在の住まいや

地域に住み続けたい人が多い 

 

②要介護認定者（報告書Ｐ１９０） 

 将来は介護施設よりも現在の住まいや

地域に住み続けたい人が多い 

 

③一般市民  （報告書Ｐ２２８） 

現在の住まいや地域に住み続ける、 

又は必要に応じて介護施設に入所したい

人が多い 

 

 

介護が必要になって

も、できる限り、現在

の住まいや地域に

住み続けたい

24.0%
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護老人ホーム等）に

入所したい

21.2%

今のところ、

よくわからない

38.0%

その他

1.8%

無回答

3.1%

（n=392）

介護が必要になって
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に入所したい
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よくわからない
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無回答

4.9%

（n=1,832）

介護が必要になって

も、できる限り、現在
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ケア付き住宅（高齢者向
けの各種サービスの利用が

可能な住宅）に早めに住
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介護が必要になった

ときに、施設（特別養

護老人ホーム等）

に入所したい

24.2%

今のところ、

よくわからない

20.0%

その他

3.2%

無回答

8.6%

（n=1,307）
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●自由意見（抜粋）           （①高齢者、②要介護認定者、③一般市民） 

①高齢者   （報告書Ｐ２３１～） 

【介護保険サービス・在宅福祉サービスについて】 

◆介護も必要ですが人との会話がとても大切だと思います。それには家から連れ出す事。

一軒一軒回るより何人か１カ所に集まり友達作りから。高齢になると足の確保が大切だ

と思います。                      （女性 ７０～７４歳） 

【介護予防について】 

◆介護施設を増やすのではなく介護を必要としない高齢者を増やす様にして欲しい。面倒

をみてあげる存在ではなく、社会参加の場所があると良いと思う。老人にも面倒をみて

もらいましょう。出来る事があれば、出来る範囲で参加したいと思っています。    

（女性 ６５～６９歳） 

【その他】 

◆現在のところ健全な生活を営んでいますが、近い将来必ずやってくるという心配があり

ます。早く自覚できればそれなりの対応もできるかと思います。（男性 ７５～７９歳） 

②要介護認定者（報告書Ｐ２３７～） 

【介護保険制度について】 

◆介護する家族のサポート、負担軽減などに力を入れてもらいたいです。周りがとても  

大変で辛いです。                    （女性 ６５～６９歳） 

【行政への要望・意見について】 

◆高齢者夫婦で外出が出来なくて困っています。車で外出する事が恐くて外部と話し合う

事が出来たらと思っています。              （男性 ７５～７９歳） 

◆老人が自由に集える所があれば良い。そしてそこまでの交通手段が充分している事。  

（男性 ９５～９９歳） 

【その他】 

◆私も少しずつ体力が減退していくので、最後まで自力で日常生活が営まれるよう現状 

維持に努めたく思って居ります。            （性別不明 ７５～７９歳） 

③一般市民  （報告書Ｐ２４１～） 

【介護予防について】 

◆介護が必要になる前の防止していく取組みに力が必要ではないかと思います。習いごと、

趣味的な教室、感心が持てるサークル等の会合の場（仲間に入り安い）に馴染みやすい場

があれば良いのではないかと思います。          （男性 ６０～６４歳） 

◆４０代５０代を健康に過ごすことにより６０代以降の状態が決まります。４０代５０代

の禁煙、肥満防止、運動不足対策が大変重要と思います。  （女性 ５０～５４歳） 

【その他】 

◆地域の独り暮らしのお年寄りなど気になります。近所同士で、声を掛け合いやすいよう

な何かの機会（マンション全員参加のイベントなど）があれば、知り合いやすいのにと 

思っています。人と仲良くなることが、まず第一歩だと思います。（女性 ４０～４４歳） 

◆これから妊婦、出産、育児という世代にとっては、自分自身が高齢者になった時のこと 

よりも、親が介護を必要とする状態になった時の事の方が気になる。ダブルケアが必要

なときに一つの窓口で相談したり対応してもらえたりということが現在出来ているのか

知りたい。                        （女性 ４０～４４歳） 
 


